Formation of the Budget System in National Cash Register Company by 斎藤, 雅通
Titleナショナル金銭登録機会社における予算システムの形成
Author(s)斎藤, 雅通
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予算を考察する際に，主として依拠する著作者であるカーベンタ (C，U， Car 
penter)について若干触れておとう。
6) 拙稿，19世紀末ナγ ョナル金鑑登録機会札における職能別部門背理の形成J ，蛙済論叢』第
128巻第3・4号， 1981年9.10月.
7) 菅理会計論の噛矢とされる J.Q. Mckinsey， Maηagerial Accounung，ユ924の構成も， ト
ップ マネジメ γ トの職務に触れた後，厩売ー 生産などの職能別組織に即して計数管理論を展開
していることをみると 20年代の管理会計論の課題として，職能別阻餓の確立に伴う経営全体の
統合があったと思われる。
ナショナル金銭霊録機会社における予算システムの形成 (177) 57 
カーベンタは， 1901年に確立した NCRの労務部を最初に担当した機械技師
(mechanical engineer)出身の役員である。彼は， 1907年には Herring-Hall-
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T、~o. 4， ]an. 1907， p.482 























ユ1) Carpc宝l.tcr，(1)-II "Thc Pructicul Wor1cing of the Cornmittce System，" EM， Vol 
XXXII， No. 5， Feb. 1907， pp. 771ー772
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13) 1. F. Mar，国当on，R羽町田町 M制 Trade，1945， pp. 31-32 
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彼の提唱する委員会制度の 1 っとして位置づけ，かつ経営組織全体の防脇~11働動 (c叩o 戸
o叩pe町z日a叫ti叩on吋〕を実現する上で枢要な役割を果たしていると評価する
この委員会において経営全般の計数的把握をするために使用古れる報告として，
「標準販売報告 (σSl凶a回nd叶【ard Sel1in屯g Rec四o町l"d)汀J • I経営成績報告 (Executive










以降であり， 1930年の全国産業協議会(NationalIndustrial Conference Board) 
の企業予算に関する実態調査によっても，調査対象とした1927年合衆国センサ






16) Ca叩田町， (4)-X“Effective Org町 zationin the Executive Management，" EM. Vol 
XXXIV. No. 3. Dec. 1907， pp. 490-491 
17) Carpenter， (4)-II， p.779 
18) NICB， Budgetary Control in 1¥晶nllfactut帥 g Jndu，ctry. 1931. p. 3 











































19) Carpenter， (4)-11， p.779 
20) Carpenter， (4)-X， p.491 
21) lbid 
22) Ibid 
23) Cf. R. N. An由ony，Pla問問gand Control Systの>ns:AF.γam町岬rkfor Analysis， 
1965， p. -45 











のが一般的であり，今世紀初頭の火薬製造大企業デュポン社 (E.I. duPont de 












24) Cf. J. Q. Mckinsey， Bu骨'etary凸 ntrol，1922， p.3; J. L. Nicholson， P.叩ifitahleMan 
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25) Cf. H. T. Johnson，“Management Accounti唱団叩 EarlyIntegrated Industrial: E 
1. dupont de Nemours Powder Company， 1903-191Z，" Business History Re日 ew，Vol 
IL， No. 2， Sum. 1975 








ic machine)や多能機械 (multiplemachine)の設置が，資本利益率 (return















26) Carpenter， (4J-V "Minimizing the Time of Machine TooI-Operations，" EM， Vol 
五五五III，No. 3， Juneユ907，pp. 384-385 
27) Carpenter， (l)-VI “The Machining and Tool Equipm阻 t，"EM， Vo1. XXIII. No. 4， 
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その起源ほ. iJ-H パタエンが販売部長 (salesmanager) の見積りに基づい
て予測を開始した1887年にまでさかのぼるのその後彼は，市場可能俸の研究に
転じ」叫，人口400人に 1台の割合で金銭登録機を販売することが可能であると
29) lbid_. pp_ 495-496 
3町 lbid.，p. 493 
31) E. St. Elmo Lew叫“SecuringSales，" in C. E. Knoeppel， Profit Engineering， 1933， 
p. :M: 
32) lbid. p_ 241 
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結論づけた。さらに機種の多様化を考慮して，販売台数の代わりに25 ドル ~l





















33) G. R. Lohnes， "Budgetary Control，" in N.A.C.A.， Y.ear古田，k，1927， p.294. 
34) Lewis， op. cit.， p.242 
35) Crowther， op. cit.， p.162 
36) L~wis， op. cit.， p.242 
37) Cartenter， (4J-IX“The Upbuilding of a Selling Organization，" EM. VoL XXXIV. 
No. 2， Nov. 1907， pp. 259-260 
38) Ibid.， p. 252. 


















されていた山。工場内は45部門に分かれ， うち26部門が製造部門 (productive 
departrnent)で，そこでの労働の609百が出来高基準で処理されていた組。工場
全体は 5人で構成される工場委員会 (factorycom皿 ittee)の下にあり，工場長
(superintendent)は存在せず，総括管理者 (general rnanager) の直轄下に
39) lbid.， p. 258 
40) Lewis， 0，ρ cit.， p.248 
41) L. P. Alford. Pn"nα'ples of Industrial Managぢment，1951， p. 53 
42) Carpenter， (l)-II“A Concrete Example of Successful Administration，" EM， Vol 
XXII， No. 6， Mar. 1902， p.824 
43) R. L Clegg，“The National Cash Register Co. and Its恥1anufacturingand Cost.Keeping 

























44) lbid.， p.54 
45) Carpenter， (4)ーIII“TheD血itingRoom and the Tool Room，" EM， Vol. XXXII， 
No. 6， Mar. 19U7， p.出1
'46) B. Meakin， M仇必lFacto門"esand Village， 1905， p.332 
47) C. C. Parsons， C巨万'ceOrganization and Management， 1923， p.16 
48) Carpenter唱【4)-III.P. 933 
























room commi ttee) が設置され， 算定手続きを権威づけて標準時聞の導入に対
する職長層の抵抗を緩和L，協力を取り付ける役割を果たした51)。各作業の標
49) Ibid.， pp. 934-935. 
5のCarpenter，(4J-IV “The Great Importance and Value of Tool R∞m且eorg四 ization，"
EM， Vol. XXXIII， No. 1， Apr. 1907， pp. 53-55 























51) Carpenter， (4)-Vn'“Mininii叩19the Time of Assembling Work，" EM. Vol. XXXIII， 
No_ 5， Aug. 1907， p. 741 
52) Carpenter， (lJ-VII “The Piece Work System and the Fixing of Price，" EM， Vol. 
XXIII， No. 5， Aug. 1902， pp. 74-2-743 
53) Clegg， o.ρcd.， p.62 
54) Carpenter， (3)， pp. 584-585 
55) Clegg， 0，ραム.p. 58 






















56) Ibid.， p. 59 
57) この点については，剖えば革利重隆「睦営管理統弘首Jl1956年.324一司相へ ジ参照
58) Carpenter， [4J-VI“Methods for Fixing Standard Times for Manufacturing Qperatlons，" 
EM， Vol. XXXIII， No. 4， July 1907， p.590 
59) 世紀伝換期に推進された垂直1的統合に関するリヴセイ (H.C. Livesay)とポ タ (P.G 
Porter)の研究によると， 製造莱では， 前方統合は多くの企業によって推進きれたが， 後占統
合は防衛的戦担格であり， それを採用した企業は少数にとどまった (H.C. L1Vesay and P. G 
Porter，“Vertical In~egration in American Manufacturing， 1899_1948，" The Journal of 







voice card)J が作成される。 このカードには，注文・受入・払出などの記入
欄だけでな<.新たに注文して補充しなければならない在庫量の水準を意味す
るオーダー・リミット (orderlimit)と，特別の注意、を必要とする程ひど〈減















60) “An Unique Manufacturjng Establishment-II，" A情的canMachinz'st， Vol. XX， Apr 
1， 1897， pp. 24~み 250
61) Carp.enter.(4JーVlI“Stimulating Production by Wage， Stock and Cost Systems，" EM， 
Vo1. XXXIII， No. 1， Sept. 1907， p.938 





















有経営者パタ λ ン白恋意的な経蛍方針と対立1るなどの理由で Burroughs
Adding Machine Co.， Comp山ting~Tabulating.Recording Co. (後四 Interna-
tional Business Machines Corp.)や GeneralMotors Corp.などの大企業を
はじめ多くの企業に経営者として転出することを通じて64l， NCRで形成して
いた経営管理システムは， 他企業に普及していったのである。その意味で，
62) Marc国国n，o.ム日ι.pp. 96-101. 
63) T. G. Belden and M. R. Belde阻.The Length帥前.gShado叫 1962，pp. 29-34 
6町 Marcosson.o.ρcit. PP白 128-129
74 (194) 第 130巻第3.4号
NCRは，今世紀初頭のアメリカ製造業における経営管理システムの開発・普
及に貢献した企業として評価することができょう。
(1982年3月30日脱稿)
